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玉川学園 11（高 2）年生裁判員制度集中講義 授業効果の分析 

玉川学園高学年公民科 
2008 年 7 月に第一東京弁護士会（塩谷弁護士他 9 名）協力の下、実施した裁判員集中講義に関して、
授業実施前と実施後における生徒の意識の変化を探るため、マークシート方式によるアンケート調査を

実施した。 
 
【授業実施概要】 

2008年 7月 25日（金） 11年生 325名 
１～２時限 全体セッション 裁判員制度の概要の説明と模擬裁判事例視聴 
３時限目 HRに分かれて論点整理と裁判員役の選出。弁護士の方に裁判官役となってもらい判決 
＊０８A＝授業前／０８B＝授業後 
 

１．司法制度（裁判や判決）に対する興味・関心は、上昇した。 

 
 

 

 
２．司法制度（裁判）に対する信頼性は、増加した。 

 
 

 

29 120 92 12 6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

１．私は裁判の制度や裁判の手続き、判決などに関心がある 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

42 138 95 124

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

1.私は裁判の制度や手続き、判決などに興味がある 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

2 72 121 15 47

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

2．現在の裁判の制度や手続き、判決などは信頼できる 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

9 105 126 18 30

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

2.現在の裁判制度や手続き、判決は信頼できる 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない
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３．裁判員制度を通して、社会へ対する意識向上に役立つ傾向がみられる。 

 
 

 

 
４．適切な判断を下せるか難しさを感じた傾向がある。 

 
 

 

 
５．裁判員の期間は、「3日間が妥当」派が増加した。 

 
 

39 125 66 8 19

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

5.裁判員制度が始まると犯罪や治安のことを自分他非の問題として解決していこうという国民の意識が高
まる 08A 1強くそう思う

2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

45 157 59 10 13

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

3.裁判員制度が始まると犯罪や治安のことを自分たちの問題として解決していこうという国民の意識が
高まる 08B

1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

49 139 52 10 7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

6.裁判員として参加する国民は法律の専門家ではないので刑の内容について適切ではない判断がでる恐
れがある 08A 1強くそう思う

2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

48 151 72 134

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

4.裁判員として参加する国民は法律の専門家ではないので刑の内容について適切ではない判断が出る
恐れがある 08B 1強くそう思う

2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

38 102 57 7 51

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

7.裁判員が裁判所へ行く日数は3日程度で、その日数は妥当である 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない
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６．裁判員としての参加意識は増加したものの、「わからない」も増加した。 

 
 

 

 
７．裁判員として参加してみたい理由・・・第１位「刑事裁判に興味があるから」が大幅に増加 

 
 

 
 
 
 
 

40 135 70 8 34

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

5.裁判員の期間は3日間程度とされているが、その期間は妥当である 08B 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

32 71 83 48 22

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

8.裁判員は20歳以上の国民からくじで選ばれ、その場合、その役目を果たすことが義務づけられてい
る。私は裁判員として参加したい。 08A 1強くそう思う

2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

32 92 92 46 27

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

6.私は裁判員として参加したい 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

21 31 36 6 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

9.【８の積極的理由】刑事裁判に興味があるから 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

29 52 23 6 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

7.【6の積極的理由】刑事裁判に興味があるから 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない
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８．裁判員として参加してみたい理由・・・第２位「犯罪防止や治安に関心があるから」も増加 

 

 

 
 
９．裁判員として参加したくない理由・・・第１位「有罪・無罪の判断が難しそうだから」 

 
 

 
 

10．裁判員として参加したくない理由・・・第 2位「面倒そうだから」 

 
 

18 36 40 8 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

12.【8の積極的理由】犯罪防止や治安に関心があるから 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

18 56 34 9 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

10.【6の積極的理由】犯罪防止や治安に関心があるから 08B

1強くそう思う
2ややそう思う
3あまりそう思わない
4全く思わない
5わからない

37 56 21 4 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

15.【８の消極的理由】有罪・無罪の判断が難しそうだから 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

34 71 22 8 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

13.【6の消極的理由】有罪・無罪の判断が難しそうだから 08B

1強くそう思う
2ややそう思う
3あまりそう思わない
4全く思わない
5わからない

27 32 36 19 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

19.【８の消去的理由】面倒そうだから 08A
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない
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11. 集中講義に対する評価 

・・・学習への動機付けや取り組みには、「体験型学習」が効果を上げると予想される。 

 

 

 

 

12.結果 
 現実の社会と密接な関係を持つ公民科は、生徒に社会のしくみやその意義を暗記だけではなく、背景

や意義と併せて「考えさせる」ことを課題としている。まず、生徒の裁判員制度への理解に関しては一

定の積極性が生まれたものの、その奥深さと難しさを実感した生徒も多くみられた。しかし、裁判員に

対して否定的な意見を持った生徒に関しても、調査を見る限り約 9割近い生徒が授業の有効性を認めて
いることからも、真剣に取り組んだ結果であることが伺える。つまり、私たち“大人”が作り上げた複

28 55 40 6 6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

17.【6の消極的理由】面倒そうだから 08B 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまりそう思わない
4全く思わない
5わからない

59 122 48 4 21

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

20.若い世代が法律や司法制度に関心を持つには、裁判傍聴の機会を増やしたほうがよい 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

111 145 27 35

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

18.今回の集中講座を通して、裁判員制度への理解が深まった 08B 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまりそう思わない
4全く思わない
5わからない

104 133 39 7 7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

19.今回の集中講座は有効であった 08B 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまりそう思わない
4全く思わない
5わからない

121 126 31 57

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

20.このような体験型授業は有効である 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない
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雑な実社会の一側面を示したことでもあり、社会における諸問題の解がひとつではないことを実感した

のではないだろうか。この「考える」過程を生徒に要求したことを通して、司法制度だけでなく社会に

対する興味・関心の増加が認められた点は成果といえよう。教科として、今後とも質の高い授業を求め

て模索していきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以下、アンケート全結果： 
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【2008.7】 

2008 年度 11 年生 裁判員特別授業に関する意識調査 A ＜授業前意識＞ 

 

 

 

 

 

 

 
 

29 120 92 12 6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

１．私は裁判の制度や裁判の手続き、判決などに関心がある 08A
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

2 72 121 15 47

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

2．現在の裁判の制度や手続き、判決などは信頼できる 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

204 45 232

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

3.裁判員制度という名前は聞いたことがある 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

75 72 36 44 30

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

4.裁判員制度が平成21年6月から開始されることを知っている ０８A
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

39 125 66 8 19

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

5.裁判員制度が始まると犯罪や治安のことを自分他非の問題として解決していこうという国民の意
識が高まる 08A 1強くそう思う

2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

49 139 52 107

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

6.裁判員として参加する国民は法律の専門家ではないので刑の内容について適切ではない判断がで
る恐れがある 08A 1強くそう思う

2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

38 102 57 7 51

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

7.裁判員が裁判所へ行く日数は3日程度で、その日数は妥当である 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない
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32 71 83 48 22

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

8.裁判員は20歳以上の国民からくじで選ばれ、その場合、その役目を果たすことが義務づけられてい
る。私は裁判員として参加したい。 08A 1強くそう思う

2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

21 31 36 6 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

9.【８の積極的理由】刑事裁判に興味があるから 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

29 48 23 3 8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

10.【８の積極的理由】今後自分の人生に役に立つから 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

7 23 58 14 4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

11.【8の積極的理由】自分が参加して刑事裁判を変えたいから 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

18 36 40 8 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

12.【8の積極的理由】犯罪防止や治安に関心があるから 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

14 37 36 16 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

13.【8の積極的理由】国民の義務だから 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

12 32 29 8 4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

14.【8の消極的理由】裁判員制度の意義や仕組みをよく知らないから 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない
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37 56 21 4 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

15.【８の消極的理由】有罪・無罪の判断が難しそうだから 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

10 41 39 23 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

16.【８の消極的理由】関係者から逆恨みされないか心配だから 08A 1強くそう思う
ややそう思う

3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

20 43 33 16 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

17.【8の消極的理由】裁判や事件というものに関わりたくないから 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

27 38 34 15 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

18.【８の消極的理由】人を裁くということをしたくないから 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

27 32 36 19 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

19.【８の消去的理由】面倒そうだから 08A
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

59 122 48 4 21

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

20.若い世代が法律や司法制度に関心を持つには、裁判傍聴の機会を増やしたほうがよい 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

50 110 66 16 14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

21.裁判官・検察官・弁護士といった法律の専門家が学校などへ出向き、法や司法制度について講義する機
会を増やした方がよい 08A 1強くそう思う

2ややそう思う
3あまりそう思わない
4全く思わない
5わからない
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
【2009.7.25.】 

11 年生裁判員制度特別授業に関する意識調査 授業後 B 

 

 

 

 

28 87 110 16 15

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

22.法教育の教材を充実させた方がよい 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまりそう思わない
4全く思わない
5わからない

26 70 108 19 31

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

23.中学や高校の先生方に対する研修を充実させた方がよい 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

38 102 72 15 26

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

24.玉川学園以外の同世代（高校生）の友人も裁判員制度のことについて知っていると思う 08A 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

42 138 95 124

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

1.私は裁判の制度や手続き、判決などに興味がある 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

9 105 126 18 30

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

2.現在の裁判制度や手続き、判決は信頼できる 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

45 157 59 1013

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

3.裁判員制度が始まると犯罪や治安のことを自分たちの問題として解決していこうという国
民の意識が高まる 08B

1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない
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48 151 72 134

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

4.裁判員として三亜kする国民は法律の専門家ではないので刑の内容について適切ではない判
断が出る恐れがある 08B 1強くそう思う

2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

40 135 70 8 34

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

5.裁判員の期間は3日間程度とされているが、その期間は妥当である 08B 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

32 92 92 46 27

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

6.私は裁判員として参加したい 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

29 52 23 6 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

7.【6の積極的理由】刑事裁判に興味があるから 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

26 54 29 8 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

8.【6の積極的理由】今後自分の人生において役に立つから 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまりそう思わない
4全く思わない
5わからない

13 33 55 15 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

9.【6の積極的理由】自分が参加して刑事裁判を変えたいと思うから 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない
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18 56 34 9 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

10.【6の積極的理由】犯罪防止や治安に関心があるから 08B

1強くそう思う
2ややそう思う
3あまりそう思わない
4全く思わない
5わからない

15 46 33 15 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

11.【6の積極的理由】国民の義務だから 08B 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまりそう思わない
4全く思わない
5わからない

16 47 27 13 4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

12.【6の消極的理由】裁判員制度の意義やしくみをよく知らないから 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

34 71 22 8 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

13.【6の消極的理由】有罪・無罪の判断が難しそうだから 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまりそう思わない
4全く思わない
5わからない

10 44 48 32 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

14.【6の消極的理由】関係者から逆恨みされないか心配だから 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまりそう思わない
4全く思わない
5わからない

11 51 52 18 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

15.【6の消極的理由】裁判や事件というものに関わりたくないから 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまりそう思わない
4全く思わない
5わからない
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24 53 43 13 5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

16.【6の消極的理由】人を裁くということをしたくないから 08B 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない

28 55 40 6 6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

17.【6の消極的理由】面倒そうだから 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまりそう思わない
4全く思わない
5わからない

111 145 27 35

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

18.今回の集中講座を通して、裁判員制度への理解が深まった 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまりそう思わない
4全く思わない
5わからない

104 133 39 77

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

19.今回の集中講座は有効であった 08B
1強くそう思う
2ややそう思う
3あまりそう思わない
4全く思わない
5わからない

121 126 31 57

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計

20.このような体験型授業は有効である 08B 1強くそう思う
2ややそう思う
3あまり思わない
4全く思わない
5わからない


